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上里町男女共同参画推進センター（ウィズ・ユー上里）

相談窓口のご案内相談窓口のご案内 ～ ひとりで悩まず ご相談ください ～～ ひとりで悩まず ご相談ください ～

相談窓口 相談時間等 問合せ先

上里町男女共同参画推進センター

上里町女性総合相談　※ 予約が必要です
【 女性相談員による悩みごと相談 】

● 毎月第2・4水曜日
● 14:00～15:00　電話相談可

【 女性弁護士による法律相談 】
● 偶数月第3水曜日
● 10:00～11:30

上里町男女共同参画推進センター
（ウィズ・ユー上里）

● ℡ 0495-35-1357
（土日・祝日・年末年始を除く）

埼玉県配偶者暴力相談支援センター
（埼玉県男女共同参画推進センター）

月～水・金・土　9:30～20:30
日・祝・休日　9:30～17:00

（木曜日、年末年始を除く）
インターネット相談　24時間受付
https://www.pref.saitama.lg.jp/withyou/
counsel/guide.html

埼玉県配偶者暴力相談支援センター
（埼玉県男女共同参画推進センター

With Youさいたま）
● ℡ 048-600-3700

「わたしの未来発見！理工チャレンジ教室in上里町」
内閣府主催の「理工チャレンジ教室」を12月20日（土）に開催しました。
理系分野への興味・関心を育むことを目的とした体験型のプログラムで、
実験や工作、理系分野で活躍する女性との交流などを行いました。

● 
事
業
報
告 

●

◆ 

男
女
共
同
参
画
週
間
講
演
会 

　
「
親
子
３
代
み
ん
な
で
子
育
て
」
～
こ
れ
が
木
久
蔵
流
～

　

令
和
７
年
６
月
28
日
（
土
）　

ワ
ー
プ
上
里

　

講
師
に
林
家
木
久
蔵
氏
を
迎
え
、
笑
い
を
交
え
な
が
ら
子
育
て
等
に

お
い
て
大
切
な
こ
と
、
笑
っ
て
過
ご
す
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
に
つ
い
て

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「「
男
は
、
女
は
こ
う
あ

る
べ
き
」
と
育
っ
て
き
た
が
、
少
し
ず
つ
意
識
を
変
え
、
性
別
に
関
係

な
く
人
と
し
て
生
き
や
す
い
世
の
中
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
良
い
と
思
い

ま
す
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

◆ 

男
女
共
同
参
画
講
座

　
「
女
性
と
政
治
参
画
」
～
女
性
の
声
を
政
治
に
届
け
よ
う
～

令
和
７
年
７
月
26
日
（
土
）　

上
里
町
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

　

女
性
が
ど
の
よ
う
に
政
策
形
成
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
か

等
女
性
の
政
治
参
画
に
関
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

政
治
の
世
界
の
多
様
性
の
欠
如
、
女
性
政
治
家
が
少
な
い
現
状
と
主

要
な
課
題
、
政
治
の
世
界
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
女
性
の
声
を
届
け
る
た

め
に
個
人
と
し
て
で
き
る
こ
と
等
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆ 

男
女
共
同
参
画
講
座

　
「
乳
幼
児
期
の
パ
パ
へ
の
子
育
て
講
座
」

令
和
７
年
８
月
23
日
（
土
）　

オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催

　

男
性
の
育
児
休
業
取
得
の
促
進
に
関
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

産
前
産
後
の
マ
マ
の
状
態
、
パ
パ
、
マ
マ
の
産
休
・
育
休
の
取
り
方
、

乳
幼
児
期
の
子
ど
も
の
様
子
・
関
わ
り
方
、
仕
事
と
子
育
て
を
両
立
す

る
た
め
の
ヒ
ン
ト
等
に
つ
い
て
実
体
験
を
交
え
な
が
ら
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。

◆ 

男
女
共
同
参
画
パ
ネ
ル
展

　
「
日
本
女
性
は
ど
う
生
き
て
き
た
？
」

　

令
和
７
年
９
月
２
日
（
火
）
～
11
日
（
木
）
上
里
町
役
場
町
民
ホ
ー
ル

　

古
代
以
前
か
ら
現
代
ま
で
の
女
性
の
歴
史
に
つ
い
て
の
パ
ネ
ル
展
を

開
催
し
ま
し
た
。
幅
広
い
年
代
の
方
々
に
パ
ネ
ル
や
図
書
に
触
れ
て
い

た
だ
き
、
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く
良
い
機
会
に
な

り
ま
し
た
。

◆ 

人
権
・
男
女
共
同
参
画
講
座

　
「
Ｄ
Ｖ
・
虐
待
に
よ
る
子
ど
も
へ
の
影
響
」

令
和
７
年
10
月
11
日
（
土
）　

上
里
町
役
場　

大
会
議
室

　

暴
力
の
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
な
ら
な
い
た
め
に
、
Ｄ
Ｖ
防
止
に

関
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
虐
待
や
面
前
Ｄ
Ｖ
を
経
験
し
た
子
ど

も
は
、
親
子
間
で
共
依
存
が
生
ま
れ
や
す
い
こ
と
、
共
依
存
関
係
に
陥

る
こ
と
の
危
険
性
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆ 

男
女
共
同
参
画
パ
ネ
ル
展

　

�「
男
性
を
取
り
巻
く
環
境
」「
考
え
よ
う
！
わ
た
し
た
ち
の
働

き
方
・
暮
ら
し
方
」「
多
様
な
性
知
っ
て
い
ま
す
か
？
」

令
和
７
年
12
月
４
日
（
木
）
～
10
日
（
水
）
上
里
町
役
場
町
民
ホ
ー
ル

　

男
性
の
課
題
、
社
会
全
体
の
働
き
方
、
性
の
多
様
性
に
つ
い
て
の
パ

ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
し
た
。
幅
広
い
年
代
の
方
々
に
パ
ネ
ル
や
図
書
に

触
れ
て
い
た
だ
き
、
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く
良
い

機
会
に
な
り
ま
し
た
。

◆ 「
わ
た
し
の
未
来
発
見
！
理
工
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
in
上
里
町
」

令
和
７
年
12
月
20
日
（
土
）　

上
里
町
多
目
的
ス
ポ
ー
ツ
ホ
ー
ル

　

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
が
推
進
す
る
「
若
手
理
工
系
人
材
に
よ
る

出
前
授
業
実
施
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、
小
中
高
生
を
対
象
に
し
た
理

工
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
理
工
系
分
野
で
活
躍
す
る
地

元
出
身
者
も
含
む
若
手
女
性
技
術
者
３
名
を
招
き
、
建
築
・
Ａ
Ｉ
・
化

学
の
３
つ
の
テ
ー
マ
で
体
験
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

◆ 

男
女
共
同
参
画
講
座

　
「
み
ん
な
で
考
え
る
防
災
講
座
」

令
和
８
年
１
月
31
日
（
土
）　

七
本
木
公
民
館

　

災
害
時
に
起
こ
り
が
ち
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
課
題
等
、
男
女
共
同
参
画
の

視
点
か
ら
「
防
災
」「
減
災
」
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
非

常
食
も
試
食
し
ま
し
た
。

◆ 

パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

埼
玉
県
で
は
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
と
し
て
、
タ
ペ

ス
ト
リ
ー
を
完
成
さ
せ
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
令
和

７
年
度
は
、
県
内
36
市
町
を
巡
回
し
ま
し
た
。

　

上
里
町
も
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
し
、
Ｄ
Ｖ
防
止
に
係
る
啓
発

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
10
月
２
日
（
木
）
～
10
月
３
日
（
金
）　

上
里
町
役
場
町
民
ホ
ー
ル

　

�

令
和
７
年
10
月
５
日
（
日
）
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
・
七
本
木
児
童
館
・

七
本
木
公
民
館
ま
つ
り
に
て
展
示

◆ 

パ
ー
プ
ル
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　

パ
ー
プ
ル
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
は
、
女
性
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の

根
絶
を
広
く
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
被
害
者
に
対
し
て
「
ひ
と
り
で

悩
ま
ず
、
ま
ず
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

11
月
12
日
か
ら
11
月
25
日
ま
で
の
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運

動
」
期
間
に
合
わ
せ
て
、
上
里
町
役
場
町
民
ホ
ー
ル
で
パ
ー
プ
ル
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。

男
女
共
同
参
画
啓
発
事
業

Ｄ
Ｖ
防
止
啓
発
事
業

4



闘いの庭　咲く女
～彼女がそこにいる理由～

モラハラ夫と食洗機

13人の女性たちの生き方を描いた

インタビューエッセイです。困難に直面しながらも自分

らしい花を咲かせた姿を通じて「私の居場所」を探すヒ

ントを与えてくれる1冊です。

家庭内で起きるモラルハラスメントの

実態を弁護士が扱った具体的な離婚事例をもとに紹介し、

適切な対処法を示す1冊です。

上里町男女共同参画推進センターでは、
図書の貸し出しを行っています。
新着図書をご紹介しますので、ご利用ください。

ジェーン・スー著
文藝春秋

弁護士　堀井　亜生著
小学館

上里町男女共同参画推進センター
４月再始動！

「上里町男女共同参画人材バンク」に
登録しませんか

　社会のあらゆる分野における活動に関心をもつ方に「上里町
男女共同参画人材バンク」に登録していただくことにより、審
議会等への積極的登用を図り、男女共同参画社会の推進に寄与
することを目的としています。人材バンクに登録し、町の政策・
方針決定過程へ参画してみませんか。

　男女共同参画推進センターは、七本木児童館との複合施設でした。
　令和８年度から、新たに七本木公民館も加わり、３館合同の施設
となります。
　男女共同参画推進センターは、セミナーホール、会議室に新たに
男女共同参画に関する展示を行う展示ルームを加えてオープンしま
す。展示ルームには、上里町出身の偉人西﨑キクさんのパネル等を
展示します。
　新しくなった男女共同参画推進センターをぜひご利用ください。

● 対象

本町に在住又は在勤する満18歳以上の方のうち、次のいずれに
も該当する方

・町政に関心があり、地域づくり又はまちづくりに熱意をもっ
て貢献できる方

・政治活動、宗教活動又は営利活動のため、人材バンクを活
用する方でないこと

・本町の一般職員（会計年度任用職員及び臨時的任用職員を
除く）、常勤の特別職の職員及び議会の議員でないこと

● 登録方法

上里町男女共同参画推進センターで受け付けております。
詳細はお問い合わせください。

平
成
８
年
３
月

上
里
町
女
性
会
議
発
足

　「
上
里
町
女
性
会
議
」
は
、
男
女
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を

生
か
し
、
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
、
町

民
が
男
女
共
同
参
画
社
会
を
推
進
す
る
た
め
の
核
と
な
る

こ
と
を
目
的
に
公
募
に
よ
る
住
民
参
加
型
の
団
体
と
し
て

発
足
し
ま
し
た
。

平
成
11
年
7
月

上
里
町
女
性
セ
ン
タ
ー
開
設

　
女
性
セ
ン
タ
ー
を
上
里
町
に
誘
致
す
る
た
め
、
上
里
町

女
性
会
議
が
中
心
と
な
り
署
名
活
動
を
実
施
し
、「
上
里
町

女
性
セ
ン
タ
ー
」
の
開
設
に
尽
力
し
ま
し
た
。
独
立
し
た
女

性
セ
ン
タ
ー（
現
在
の
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
）の

あ
る
町
は
埼
玉
県
内
で
も
上
里
町
だ
け
で
す
。
ま
た
、
こ

の
女
性
セ
ン
タ
ー
が
町
の
男
女
共
同
参
画
推
進
を
進
め
て

い
く
上
で
重
要
な
拠
点
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
初
代

所
長
に
上
里
町
女
性
会
議
の
片
倉
す
寿
子
氏
が
就
任
さ
れ

ま
し
た
。

　
片
倉
氏
就
任
時
に
埼
玉
県
内
で
も
い
ち
早
く
、「
男
女
共

同
参
画
都
市
」
を
宣
言
し
、「
上
里
町
男
女
が
と
も
に
輝
く

町
づ
く
り
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

平
成
13
年
11
月

「
男
女
共
同
参
画
都
市
」
を
宣
言
　

　
地
域
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
を
推
進
す

る
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。

平
成
15
年
６
月

「
上
里
町
男
女
が
と
も
に
輝
く
町
づ
く
り
条
例
」
を
制
定

　
早
い
段
階
で
、
男
女
共
同
参
画
の
理
念
を
町
と
し
て
明

確
に
打
ち
出
し
た
自
治
体
の
1
つ
で
し
た
。

平
成
18
年
10
月

女
性
会
議
発
足
10
周
年
記
念
事
業
開
催

　
女
性
セ
ン
タ
ー
で
当
時
の
町
長
と
柿
沼
ト
ミ
子
氏
を
招

き
、
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　
分
か
り
や
す
い
話
し
方
で
あ
り
、
大
変
好
評
で
し
た
。

令
和
7
年
11
月

上
里
町
女
性
会
議
閉
会
式
開
催

　
30
年
の
歩
み
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
、
柿
沼
ト

ミ
子
氏
を
招
い
て
の
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
閉
会
を
惜
し
む
大
勢
の
方
が
訪
れ

ま
し
た
。

※
こ
の
他
に
も
国
内
、
海
外
へ
の
視
察
研
修
や
女
性
議
会
を
開
催
す

る
な
ど
、男
女
共
同
参
画
推
進
に
精
力
的
に
活
動
さ
れ
ま
し
た
。「
性

別
に
か
か
わ
ら
ず
誰
も
が
対
等
に
参
画
で
き
る
社
会
を
つ
く
る
」
こ

と
を
目
標
に
行
政
だ
け
で
な
く
住
民
・
企
業
・
団
体
が
一
体
と
な
っ

て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
取
り
組
む
土
台
を
築
か
れ
ま
し
た
。

　
閉
会
は
終
わ
り
で
は
な
く
、
新
し
い
始
ま
り
で
す
。
地
域
の
皆
さ

ん
一
人
ひ
と
り
が
、
家
庭
や
職
場
、
地
域
活
動
の
中
で
「
性
別
に
か

か
わ
ら
ず
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
」
を
つ
く
る
こ
と
が
、
未
来
を
豊

か
に
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
あ
な
た
の
一
歩
を
地
域
の
力
に
変
え
て
く
だ
さ
い
。

平
成
20
年
２
月

さ
い
た
ま
輝
き
荻
野
吟
子
賞（
団
体
の
部
）受
賞

　
荻
野
吟
子
賞
は
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
顕
著
な
功
績

を
残
し
た
個
人
や
団
体
に
、
埼
玉
県
よ
り
贈
ら
れ
る
賞
で
す
。

女
性
会
議
は
、
長
年
に
わ
た
る
男
女
共
同
参
画
の
活
動
が
認

め
ら
れ
、
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
28
年
11
月

上
里
町
女
性
会
議
20
周
年
記
念
の
集
い
開
催

　
坂
東
眞
理
子
氏
を
招
き
、
記
念
講
演
「
継
続
か
ら
発
展
へ
」

を
ワ
ー
プ
上
里
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
20
周
年
の
記
念
誌
を
発
行
し
、
今
ま
で
の
活
動
を
振
り
返

る
と
と
も
に
、
今
後
も
精
力
的
に
多
方
面
に
わ
た
り
活
動
を

続
け
て
い
く
と
い
う
決
意
を
固
め
ま
し
た
。

2

女
性
会
議
、
今
年
度
で
活
動
終
了
へ
　
～
地
域
に
残
し
た
足
跡
～

女性センター誘致の様子　H9.7.27~7.29

上里町議場にて女性議会開催　H19.10.11

上里町男女共同参画推進センター

荻野吟子賞受賞　H20.2.1
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